中学校第1学年数学科指導案

中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校長      　　　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教諭    　　　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育実習生  　　　○
1、日時・場所   平成20年5月30日（金）第1校時  数学科教室

2、学年・組    １年生1・2組（男子10名 女子11名   計21名）

3、資料      新しい数学1（東京書籍）

4、単元名  1章 正負の数   3節 乗法と除法

5、単元の指導計画

　（１）単元の目標

　　　　・正負の数の乗法の意味を理解し、その計算ができること。

　　　　・正負の数の除法の意味を理解し、その計算ができること。

　　　　・四則の混じった式の計算ができること。

　　　　・正負の数の計算を利用して、身近な問題を解決すること。

　（２）指導計画「第1章  第3節　乗法と除法」（11時間）

　　　　１、乗法・・・・・・・・・・4時間

　　　　２、除法・・・・・・・・・・3時間

　　　　３、四則の混じった計算・・・1時間

　　　　４、正負の数の利用・・・・・1時間（本時）

　　　　５、正負の数のまとめ・・・・2時間

6、本時の目標

正負の数の計算を利用して身近な問題を解決することができる。
7、評価基準

＜数学への関心・意欲・態度＞

・正の数、負の数の計算を利用して、具体的な問題の解決をしようとする。

＜数学的な見方や考え方＞

・正の数、負の数の計算を具体的な場面で利用することを通して、そのよさに気づく。

＜数学的な表現・処理＞

・正の数、負の数の計算を利用して、具体的な問題を解決することができる。

  ＜数量、図形などについての知識、理解＞

・時差等を通して、正負の数の計算が具体的な場面に利用されることを理解する。

8、題材について
（1） 生徒観

    2クラスを３分割している生徒数21名の少人数で、全員の生徒に目がよく行き届く。真面目で素直な生徒が多く、授業中の課題に対しても意欲的である。生徒は正負の数をこれまで学習してきており、正負の数についてある程度の理解がある。正負の数の計算は一通り学習し、加法、減法、乗法、除法それぞれの計算は定着している。ただし、それらが混じった計算や交換法則、結合法則等の計算の仕方は、理解することに苦しんでいる生徒も見受けられる。

（2） 題材観

　　　小学校第4、5学年で、四則の相互関係や、交換、結合、分配の法則などに目を向け、第5、6学年にかけて、小数、分数の四則を学習してきた。この理解の元に中学生では数の範囲を負の数まで拡張し、これまでの四則計算が成り立つことや、その方法を学ぶ。また、負の数を身のまわりの問題に活用できることも学習する。

（3） 指導観

    プリントを用いることで何を行うのかを把握させ、最後の問題では自分なりの問題を作ることで正負の数に対する興味を持つことを促す。

    まず、教科書にもある時差の問題を取り扱う。時差については地理で学習したばかりであるので、それとの関連からも興味がわく問題である。

　　次に扱う身長の平均を出す問題は、普段の生活でも実際に計算する可能性があり、問題のイメージがわきやすい。2通りの方法を使って答えを導くことで、正負の数の特徴や利用法を考える機会にする。
９、授業展開











　



目標・・・複雑な計算を正負の数を利用して解くことができる
[復習] 正負の数とは
     正負の数はどんな時に役に立つ？・・・・ある数と　　　の性質をもつ量を表したい
とき
時差を考えてみよう
    時差に関連することをあげよう

日本にいるＡさんは世界の各都市の時差を調べています。Aさんは各都市の時差を日本を基準として正負の数で以下のように表しました。次の問題に答えてください。

[問題1]基準となっている日本が２2時のとき、次の都市は何時でしょうか？計算式を作り、
求めましょう。
1 ペキン　　　（式）　　　　　　　　　　　　　　　（答）　　　　　　　時　
2 ロンドン　　（式）　　　　　　　　　　　　　　　（答）　　　　　　　時　
3 ウェリントン（式）　　　　　　　　　　　　　　　（答）　　　　　　　時
[問題2]Ａ君の友達のＢ君は今ロンドンにおり、近いうちにウェリントンとニューヨークに飛ぶ予定です。Ｂ君は2つの国の時差が気にかかり、Ａ君に電話してきました。
①ロンドンを基準としたとき、ウェリントンの時差を求めよう。
②また、ウェリントンを基準としたとき、ニューヨークの時差を求めよう。
ヒント：（求めたい時差）＝（目的地の時差）－（基準となっている場所の時差）
①（ウェリントン）                           ②（ニューヨーク）
（式）                                     （式）
     （答）         時間                            （答）         時間
平均身長を考えてみよう
[問題3]ある中学校のグループ8人の身長がそれぞれ
143㎝  151㎝  154㎝  161㎝  149㎝  146㎝   150㎝  142㎝
ありました。
東京都の中学一年生の生徒の平均身長が152㎝です。
このグループの平均身長は東京の中学一年生の平均身長より何㎝高いでしょうか
あるいは低いでしょうか？
ヒント：（グループの平均身長）＝（全員の身長の和）÷（全員の人数）
①普通に計算した場合
（式）
       （答）             ㎝（高いor低い）
②152㎝を基準0としてそれより低い場合を負、高い場合を正とした場合
（式）
        （答）         　 ㎝（高いor低い）

（課題）正負の数についての問題を自分なりに考えて作ってみよう。（問題を作り、解答見本も作ろう。書ききれなければウラに。）
配慮事項


■評価





学習活動・発問


●生徒の反応・態度





学習のねらい


（時間）





■生徒は集中してきいているかどうか。（あいさつ、姿勢など）


□本時は何を行うのか興味を持たせる。答えが出るだけでなく積極的に正負の数の計算を使うことを伝える。








□説明したいこと「地域ごとに時間が違う。」「15度で1時間違っている。」

















□正負だと時差が簡単に出ることを説明。


□地球儀を見せて正負について説明





■時差について理解出来ているか。











本時の学習内容の確認











復習（5分）





○前回まで正負の数を用いた計算を行ってきたことを伝える。本時は正負の数の計算を活用することを伝える。





○プリント配布、正負の数の確認


●名前と日付けを記入。


●正負の数とは何かを再確認。











□先に名前と日付を書くように指導。








●名前と日付を記入。


●正負の数とは何かを再確認。





□説明したいこと「地域ごとに時間が違う。」「15度で1時間違っている。」「日付変更線で日付が変わる。」














□地球儀を見せて正負について説明。


□正負の数を使うと時差が簡単に出ることを説明。





■正負の数が時差にも利用されていることを理解する。








○時差について知っていることを記入させる。記入したことを発表させる。


　●「あ～、分かりにくいあれね。」


　●「場所ごとに日がてってるかてってないか。」


　●「白夜とかも書くのかな？」





○時差の数え方を確認。


●黒板での説明をきく。


●社会では時計の針を動かして説明。


○日本を基準とした時差の説明。


●プリントの世界地図を参考に時差を正負の数で表していることを確認。





課題の把握








（15分）














□「22－1＝21」のように式にすることを強調


















































□時差は正負で簡単に解けることを示す。

















○［問題1］①を一緒に考える。


　●「22－1＝21」


　●「22時より一時間遅いから21時？　」


　●「目盛りがないと分からない。」


○[問題1]②③を解かせる。解説。





○[問題2］を解かせる。














課題の解決








（10分）





日本を基準として各都市の現在時刻を正負の数を使った計算で求めてみよう。





基準が変わった時の時差を正負の数を使って求めてみよう。


①ロンドンを基準としたとき、ウェリントンの時差


②ウェリントンを基準としたとき、ニューヨークの時差











□（求めたい時差）＝（目的地の時差）－（規準となっている場所の時差）





□自力で解けない生徒が多い問題なので、解答を見て理解を深めることができれば良い。


■正負の数を利用して問題を解決することができる。





●基準が変わると式を立てられる生徒は少ない。


○［問題2］のヒントを出す。





○黒板で［問題2］を説明。


●答え合わせをする。


























□①の解き方はわかると思うが計算違いが出やすいので机間巡視でチェック。











□計算間違いをしやすく大変ということを強調。











□机間巡視で理解度をチェック、出来ている生徒には下記の気付いた点を書いてもらうよう指示。





○問題の確認。


　








○ヒントを確認し少し時間をとる。


●①の普通に計算した場合については計算できる。


●②の式を作るのは難しい。





○[問題2]の①の解き方を解説。





○②のヒントとなるように、基準を152㎝にした時のグループ8人の身長を正負の数で確認する。


●②のヒントで解ける生徒も多くなる。


○[問題2]②の解き方の解説。





○どちらが解きやすかったか答えてもらう。








課題の把握・解決2








（15分）





グループの平均身長は中学生の平均と比べて何㎝高いか低いか。





正負の数を身近な問題に利用するとどうでしたか？














□正負の問題だと簡単に解けることを強調。


■正負の数を利用することのよさに気づく











○プリントに記入したら数名を指名。








まとめ1





（5分）





■どんな問題を作っているか。





○生徒達に正負の数の問題を作らせる。








まとめ2








　　1章　　　No.16　正負の数　　　4正負の数の利用





 


      月   日                                      １年   組   番   名前                             








正負の数を身近な問題に利用するとどうなったか自分の言葉で記入しよう














